

























Era before the Reformation in the mid-16th century
 
of Scotland(1)
――On the Way to Modern Society――
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de la Pole，4읜읕Earl of Suffolk）（1396年生-1450年没）や２代サマーセット公エドマンド・
ボーフォート（Edmund Beaufort，2윿윺Duke of Somerset）（1406年生-1455年没）は和平






























ラーランス公ジョージ・プランタジニット（George Plantagenet，1읛읜Duke of Clarence）（1449
年生-1478年没），およびグロスター公リチャード・プランタジニット（Richard of Plantagenet，
Duke of Gloucester）（後のリチャード３世（Richard III）（在位1483年-1485年））が中心
となり，両家の間での王位継承・王権を巡る争いであった。




プトンの戦い（the Battle of Northampton）でヘンリー６世は捕らえられ，ロンドンに連行された。３
代ヨーク公は，ヘンリー６世の後継は３代ヨーク公とその後継者であるという協定を議会に提出した。マー
ガレット王妃とその一人息子エドワード（Edward of Westminster，Prince of Wales）（1453年生-1471
年没）は，ウェールズ，スコットランドに逃亡した。マーガレットは，息子のエドワード・オブ・ウエス
トミンスターを正当な後継者として，イングランド北部で兵を募った。1460年に王妃マーガレット軍の司
令官３代サマーセット公ヘンリ ・ーボーフォート（Henry Beaufort，3읚윺Duke of Somerset）（1436年生-
1464年没）は，ヨークシャーで兵を挙げ，３代ヨーク公リチャードと激しく戦い，その年の12月30日に
ウェイクフィールドの戦い（the Battle of Wakefield）で３代ヨーク公を戦死させ，その息子エドマンド
（Edmund Plantagenet，Earl of Rutland）（1443年生-1460年没）と５代ソーズベリー伯リチャード・













ド・ネヴィル（Richard Nevile，16읜읕Earl of Warwick）（1428年生-1471年没）の協力を得て，イング
ランドに戻り，1469年にはエッジコートムーアの戦い（the Battle of Edgecote Moor）でヨーク軍との
戦いに勝利し，エドワード４世から王位を奪った。エドワード４世は，フランスのブルゴーニューに逃れ
た。しかし，1471年のバーネットの戦い（the Battle of Barnet）でエドワード４世は16代ウォーリック
伯を敗北させ，続いてツークスベリーの戦い（the Battle of Tewkesbury）ではランカスターの残党を破
り，彼はエドワード４世として再度王位に就いた。この戦いで王妃マーガレットの一人息子エドワード（Edward
 























































































Beaufort，4읜읕Duke of Somerset）（1438年生-1471年没）とジョン・ボーフォート（John Beaufort）（1455




























































































グザンダー（Alexander Stewart，1읛읜Duke of Albany）（1454年生-1485年没）とエドワード４世の３
女シシリー（Princess Cecily of York）（1469年生-1507年没）との結婚を条件として，オルバーニ公と








1읛읜Earl of Buchan）（1442年生-1499年没），２代ハントリー伯ジョージ・ゴードン（George Gordon，
2윿윺Earl of Huntly）（1455年生？-1501年没），５代アンガス伯アーチボルド・ダグラス（Archibald Douglas，
5읜읕Earl of Angus）（1449年生？-1513年没）等は，ローダ教会（Lauder Church）に結集し，コホラン
らの側近の抹殺を謀った。















































れはサンリス協定（the Treaty of Senlis）である。その年，彼は，彼の父の死によって神聖ローマ皇帝
に就いた。
フランス王国はネーデルランドからイタリアにその侵攻方向を変えた。1499年と1500年に，フランスの
























































































































































웋원彼の性格は，1520年のフランソワ１世との会合に現れている。この会合は，The Field of the Cloth of Gold
（金襴の地）と命名されている。両王の目も眩むような天幕と出で立ちが，金の衣服，金の糸と絹で織ら
























は，1513年のスプールの戦い（The Battle of the Spurs）でフランスを大敗させた。
フランスとの講和条約は，1514年に締結され，メアリ ・ーテューダ（Mary Tudor）（1496年生-1533年
没）がフランス王ルイ12世と結婚した。しかし，３ヵ月後にはルイ12世は死亡した。その後，メアリー











































ジェイムズ・ハミルトンJames Hamilton，1읛읜Earl of Arran，2윿윺Lord Hamilton）（1475
年生？-1529年没）や親仏派の３代ヒューム卿アレグザンダ ・ーヒューム（Alexander Home，






















ルバーニ公ジョン・ステュワート（John Stewart，2윿윺Duke of Albany）（1481／1484年生-
1536年没）を摂政にし，その不安定さを凌ごうとした。彼は，初代オルバーニ公アレグザン
ダー・ステュワート（Alexander Stewart，1st Duke of Albany）（1454年生-1485年没）
とアンヌ・ドゥ・ラ・トウール（Anne de la Tour d’Auvergne）（1512年没）の間に生まれ
た。初代オルバーニ公アレグザンダーは，ジェイムズ２世の次男として生まれ，ジェイムズ
３世の弟であった。彼には，スコットランド王位の継承権があった。２代オルバーニ公は，
웋웓彼は，デイヴィッド・ビートン（David Beaton，Archbishop of Saint Andrews）（1494年生-1546年没）

























































































ン・ステュワート（John Stewart，3rd Earl of Lennox）（1490年生？-1526年没）や４代









ク伯ジョン・ステュワート（John Stewart，3읚윺Earl of Lennox）（1490年生？-1526年没）
とビートン大司教にその救出の説得を度々試みていた。その中の一つが1526年８月のリンリ















テュワート（Matthew Stewart，4th Earl of Lennox）（1516年生-1571年没），６代レノッ
ク伯ロバート・ステュワート（Robert Stewart，6th Earl of Lennox）（1515年生？-1586
年没）などがいた。彼は，リンリスゴウ・ブリッジの戦いで負傷し生き残ったが，Finnartの




















参 考 文 献
マックス・ウェーバー 著（大塚 久雄訳）『プロテスタンティズムの倫理と資本主義の精神』岩波文庫 1989
年１月
デシデリウース・エラスムス著（箕輪 三郎訳）『平和の訴え』岩波文庫 1991年11月
イマヌエル・カント著（宇 宮 芳明訳）『永遠平和のために』岩波文庫 1985年３月
スマウト，T,C.（木村 正俊監訳）『スコットランド国民の歴史』原書房 2010年11月
A.L.モートン（鈴木亮・荒川 邦彦・浜林 政夫訳）『イングランド人民の歴史』未来社 1976年
森 護 著『スコットランド王国史話』大修館書店 1996年12月
森 護 著『英国王室史話』大修館書店 1988年７月
David Ross,Scotland: History of  A Nation,Lomond Books 1998年
（くぼた よしひろ マクロ経済学と金融論専攻)
― ―20
スコットランド王国の宗教改革前夜⑴（久保田義弘)
